島根県議会の失態を正す、　

いったい如何した？島根県自民党県議団！

　　　　　　河野発言（従軍慰安婦）をふまえた県議会の意見書採択　　　

　　　　　　　何故、この問題で今この時期、政府に対し意見書提出なのか？　

島根県議会は本年６月２６日、旧日本軍による従軍慰安婦問題について政府に対し軍の関与を認める平成５年の河野洋平官房長官談話を踏まえて（これについての、歴史的資料は日本国内でも現地の韓国でも、又当時の現地調査においても、現地の韓国人の証言にもその様な根拠は一切発見できず、やはり当時の河野洋平官房長官を含む関係者に取材をした、政治評論家の櫻井よしこ氏は河野洋平氏の独特な歴史観がそれをいわせているとの報告をしている。）対応する様求める意見書を賛成多数（反対議員一名　出雲選出　成相県会議員　無所属、　棄権議員一名　松江選出　小沢秀多議員　自民党所属、　他は自民党議員含め全議員が賛成）で採決しました。

今回の請願は、共産党系の市民団体である新日本婦人の会から出され総務委員会の採決を経、本会議に提出され採択された意見書であり、この意見書には「従軍慰安婦問題に対して誠実に対応する事が国際社会に対する我国の責任である」と指摘、元慰安婦に対し名誉、尊厳を守るべく真摯な対応を行なうこととしてあります。（同様の意見書は、本年３月京都府議会についで全国で２番目の可決である。）

現在の安倍政権が、戦後レジュウムからの脱却を目的とし何とか強い日本、美しい日本をとり戻すことに必死に戦おうとする姿勢は、前民主党政権が、私達の国の尊厳を失墜させ主権国家としての国力を低下させ、世界からの信用を失わせた事を考えれば、それが為の現状の困難さは理解できます。

この度の島根県議会に共産党系の市民団体、新日本婦人の会から突きつけられた問題は日本政府の又、日本人の足元をみた最高の韓国側の反日カードとなっている問題であり、この度の島根県議会の行動、特に議会の大きな存在である自民党県議団については、身内の、安倍政権の梯子をはずす裏切りの行為としか考えられませんし、私達の国の歴史に対する、日本人に対する冒瀆です。と同時にこともあろうに島根県は竹島を管轄する自治体であり、本来は政府が主催すべき竹島の日条例と共に式典を主催している自治体です。韓国側が以前より、この竹島の日条例をターゲットにしている事は間違いなく、今回の島根県議会の採択は即座に情報が韓国側に入り、反日団体　根拠なき従軍慰安婦団体（韓国政府？）は竹島問題とのセットで島根県行政及び関係者の取り込みを図り現在アプローチしているという事を聞きます。

私共は、あらためて今回政府に提出された島根県議会の意見書の白紙撤回と同県議会の責任者である五百川純寿県会議長の自らの辞任を要求致します。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

島根県議会の歴史認識を正す、実行委員会

島根県民の会　　　　　　　

　　　　　　事務局　  島根県　松江市　寺町　九九の一の四０五　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　電話・ＦＡＸ　〇五〇　一二六六　一八四一　石原　倫理
